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1.は じめ に

鹿児 島大 学 教育 学 部 で は 、2013年4月 に 附属

学校 園にお ける教 育 相談 体 制 を大 幅 に拡充 し、1

年 が経 過 した 。そ の活 動 を振 り返 り今 後 に活 か し

て い くため に、2013年4月 か ら2014年3月 まで

の期 間の統計資 料 を基 に して、前 回の報告 内容(今

村 ・関山,2014)を 踏 まえなが ら附属学校 園ス クー

ル カウ ンセ ラー の活動 状況 を報 告す る。

鹿児 島大 学教育 学部 は附属 中学校 ・附属 小学校 ・

附 属幼 稚 園 ・附 属特 別 支 援 学 校 の4校 園 を擁 し、

従来 か ら教 育 学部 附 属 と い う設 置 形式 の特 徴 を活

か して 、教 育 学部 教 員 によ る さま ざ まな後 方 支援

(カウンセ リングの実施や校 内研修 会講師 の派遣等)

に 取 り組 んで き た 。 と りわ け、 附属 中学 校 で は 、

ス トレス マネ ジ メ ン ト教 育 を全 国 的 に も早 い時期

に と り入 れて き た(山 中,1999)。2006年4月 か

らは、後 方 支援 体 制 を 明確 に位 置 づ ける ため 、鹿

児 島大 学教 育 学部 附 属教 育実 践 総合 セ ンター 教育

臨床 研 究部 門 の教 員2名 が教 育 学部 長 か ら 「附属

学校 園ス クー ル カ ウ ンセ ラー」 を委 嘱(兼 任)さ

れ て い る。 さ らに 、2013年4月 に は、 兼任 の2

名 の ほか に、 専任 ス クー ル カ ウ ンセ ラー1名 を加

え た体制 に なっ た。

II.相 談 業務 実施 状況

1.相 談体 制

附 属学 校 園 ス クール カ ウ ンセ ラー(以 下SCと

略す)は 、 上述 の とお り専任1名 と兼任2名 か ら

構 成 され 、 この3名 で4つ の附属 学 校 園の ス クー

ルカ ウ ンセ リン グ業務 を担 当 して いる。 専任SC

は 日本臨床心理士資格認定協会 による 「臨床心理士」

資 格 を有 してお り、原 則 として週1回4時 間 の勤

務 で あ る。 兼任SCは 大 学教 員 で あ り、随 時、 附

属 学校 園か らの求 めに応 じて活 動 を行 って いる(兼

任SCの うち1名 は臨床心理士 資格保 持者)。 また、

SCは 、教 育学 部長 お よ び 当該 附属 学校 園長 の指

揮 の も と、Tablelに 示 した職 務 を行 う と定 め られ

て いる。

カ ウ ンセ リン グ等 を実施 す る場 所 は 、主 として

附属 中学 校 内 のカ ウ ンセ リングル ー ムお よ び附 属

教 育 実践 総 合セ ンター 内 の教 育相 談 室 で ある(必

要 に応 じて 各 附 属 学 校 園 内 の 部 屋 も使 用 し た)。

カ ウ ンセ リ ング等 は予 約 制 と し、そ の管 理 は附 属

中学 校 の養 護教 諭 が担 っ た。 また、 専任SCと 兼

任SCは 、定期 的 に協議 を して連 携 を図 った 。

幼児 ・児 童 ・生徒へ のカ ウンセ リング

カウンセ リング等 に関す る教職 員お よび保護者 に対す る助言 ・援助

幼児 ・児 童 ・生徒のカ ウンセ リン グ等 に関す る情報収集 ・提供

ス トレスマネジ メン ト等 の幼児 ・児童 ・生徒 に対す る予防的対応

幼児 ・児童 ・生徒や保護者 に対 す るカ ウンセ リング等 に関す る講話

教員研修 におけ るカ ウンセ リング等に関す る講話

教育 学部 内お よび附属学校 園内のカ ウンセ リング等 に関す る会議へ の参加

事件 ・事 故等にお けるカ ウンセ リング等 に関す る緊急 対応

教育学部 の講義 内お よび諸行 事におけ るカ ウンセ リング等に関す る講話

その他幼 児 ・児童 ・生徒 のカ ウンセ リング等 に関 して各附属学校 園にお いて滴 当と認 め られ る もの



2.相 談 活動 の状 況

(1)受 付 件 数 と面接 回数

受 付 件 数 に つ い て 対 象 別 に 整 理 し た 結 果 を

Table2に 示 した。 子 ど も(園 児 ・児 童 ・生徒)へ

の カ ウ ンセ リ ングだ けで な く、 保護 者 面接 や 教師

へ のコ ンサル テー シ ョン も行 われ た ことが分 か る。

な お、 相談 の あ った 校種 は 、小 学校 か らの3件 を

除 き、残 りはすべ て 中学校 か らの相 談が 占めた。

面 接 回 数 につ い て 、 月 ご と に整 理 した 結 果 を

Table3に 示 した。 新 しい体 制 にな って 間 もな い に

もか かわ らず 、4月 か ら多 くの相談 が実 施 された 。

そ して 、早 く も6月 に は、受 付 可能 な 面接 回 数 の

限 界付 近 に まで達 して し まった 。そ の後 、予 約管

理 の仕 方 を再検 討 して面 接 回数 の抑 制 を 図 った も

の の、1年 を通 じて面接 回数 が多 い状態 が続 いた 。

(2)相 談 内 容

相 談 内容 の内訳 につ い ては 、Table4に 示 した 。

分類 結果首位 は、 「不登校 ・不登 校傾 向」であ り、

支援 が長期 に及ぶ事 例 も少な くなか っ た。次 いで 、

「子 ど も同 士 の 人 間 関係 」 が 上位 に入 り、 思春 期

に お ける 同輩 との複 雑 な関係 性 を め ぐる戸 惑 いが

背景 に ある と思 われ る事例 が多 くを 占めた。 また 、

「家 族 ・親 子 関 係 」 に関 す る相 談 が3位 に入 り、

と りわ け思 春 期 の子 どもへ の接 し方 に関す る保護

者 の不安 や悩 みが語 られ る こ とが しば しば あった 。

た とえ ば 、 保 護 者 か らは 、 「思 春 期 に は 、 い つ 、

どんな ふ う に、子 ど もとの距 離 感 を とる よ うにす

れ ば よいで し ょうか?」 や 「放 っ てお いて も子 ど

もは勉 強す るので し ょうか?」 等 の心 配が しば し

ば語 られ た。 ま た、 一部 には、 上述 の不安 や 悩 み

を 背景 に して 、保 護 者 の場合 には育 児 不安 や子 へ

の過 干 渉 ・過 保護 的 な 関わ りが 、児 童 生徒 の 場合

に は過 剰適 応や反 抗、心 身症的 傾向(頭 痛 ・腹痛 ・

発熱 ・発 疹等)と して現 れて い る事 例が 散見 され 、

継続 的な 面接 を行 って 改善 を図っ た。

順位 ごと に振 り返 る と以 上 の とお りで ある が 、

実 際 の と ころ、首 位 の 「不登 校 ・不 登校 傾 向 」 を

は じめ と して多 くの事 例 は 、2位 以下 の分 類 内容

と相 互 に深 く関連 して いた 。換 言す る と、子 ども

の症 状 や 問題行 動 は 、単 一 の要 因 で はな く複 数 の

要 因が 複雑 に組 み合 わ さ って生 じてお り、そ の 回

復にあたってはじっくりと腰を据えた心理的支援

や環境調整を必要とする事例が多かった。そのよ

うな場合においては、担任ばかりでなく、管理職

や養護教諭との連携も併せて行って対応した。特に、

夏休み明けからは共通理解が深まり、事態の打開

に寄与することが増加した。

しかしながら、校内の連携や保護者の協力が得

られたにもかかわらず、家庭や児童生徒本人が抱

える諸事情により、なかなか事態が進展しない事

例もあった。また、専門機関への紹介も必要な事

例もあった。とはいえ、大半の事例は、受容的 ・

共感的に関わると同時に、思春期心理についての

理解を深めたり、基本的な環境調整(子 どもを発



達 で きる環 境 に置 き直す こ とや 思春 期 にふ さわ し

い親 子 関係 に整 え る こと等)を 図 った りす る こと

に よ り改善 した 。 また 、まだ表面化 して はいなか っ

た もの の予 兆 を察 知 した 担 任 か らの相 談 によ り、

未 然 に防止 で き た り適切 な対 応 に結 び つ いた りし

た事 例 もあ った 。

(3)連 携 等

発 達 障害 傾 向や 生活 環 境 に困 難 を抱 えて いる子

ど もお よび 神 経症 水 準 に ある 子 ども に関 して は 、

附属 学校 園教 員へ の コ ンサル テ ー シ ョ ンを密 に し

て連 携 を 図 り、毎 日の 生活 のな か で本 人が どの よ

うな困 り感 を体 験 して い るか を関係 者 で共 有 して

環境 整 備 を図 っ た。 ま た、 専任SCと 兼任SCが

チーム を組 んで母子並行 面接 を実施 した事例 もあ り、

一定の効果 を上 げた
。SCが 増員 された ことによ り、

性別 や 年齢 の 幅 も多 様 にな って 、来 談 者 のニ ー ズ

に応 じや す くな った点 も大 き い。

しか しなが ら、既 に多 数 の相 談 を抱 えて いる状

態 のた め 、 これ以 上SCに よ る面接 を増や す こと

は 困難 で あ る。 そ の た めの1つ の解 決 策 と して 、

専任SCが 講 師 を務 めて 、事 例 等 を用 い た職 員研

修 を合 計3回(中 学校 で2回 ・小学 校 で1回)実

施 した 。 この よ うな研 修 によ り、教 員 の よ り一層

の資 質 向上 が 図 られ 、予 防 的段 階 で早 期解 決 す る

事例 を増 やす ことが で きる と期 待 して いる。 また 、

初年度 は幼稚 園や特別支援 学校か らの利用 がなか っ

た 。校 種 に応 じたニ ーズ を掘 り起 こして い く試 み

も肝 要で あ る と考 え られ る。

皿.お わ りに

村 瀬嘉 代子(2013)は 、SCの あ り方 につ いて

「学 校 現 場 に お い て は先 生 が主 役 と い う こ とを忘

れて は いけ ませ ん。 場 の責任 者 は校 長先 生で あ り、

SCは そ れぞ れの先 生や 生徒 を活性 化 させ、 繋 ぎ、

停滞 して いた機 能 をよ りよ く発 揮 させ る 、そ の手

助 け をす る 目立 たな い触 媒 の よ うな存 在で す 」 と

述 べて い る。 附属 学校 園 にお いて は、 引 き続 き教

育 相談 体 制 をよ り拡 充 させ て い く必 要 が ある が 、

い たず らに面 接 回数 を追 求す るの で はな く、 教員

の 良 き黒子 と して どの よ うな活 動 が適 切で あるか

を 考 え て いか な け れ ばな らな い 。そ のた め には 、

連 携体 制 につ いて の不 断 の改 善 を図 って い くこ と

が求 め られ よ う。 また 、 今後 はそ れ だ け で な く、

予防 的 ・開 発 的な活 動(ス トレスマ ネ ジ メ ン ト教

育 の深化 や 保護 者会 で の講 話 の実 施 等)を は じめ

として 、事 件事 故 時 の緊急 支 援体 制 の整 備や 教 育

学部 にお ける教 員 養 成 機 能 へ の フ ィー ドバ ック、

地 域 の専 門 機 関 との連 携等 も、取 り組 むべ き課 題

で ある と考 え られ る。
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